
AP

令和3年度 秋期

応用情報技術者試験

午後問題

試験時間 13:00 ~ 15:30(2時間 30分)

注意事項

1. 試験開始及び終了は、監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は、試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は、次の表に従って解答してください。

問題番号

選択方法

問1

必須

問2~問 11

4問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては、次の指示に従ってください。

(1) B又は HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してくだ

さい。

(2) 受験番号欄に受験番号を、生年月日欄に受験票の生年月

(3)

日を記入してください。正しく記入されていない場合は、

採点されないことがあります。生年月日欄については、受

験票の生年月日を訂正した場合でも、訂正前の生年月日を

記入してください。

選択した問題については、右の例に従って、選択欄の問

題番号を印で囲んでください。○印がない場合は、採点

されません。問2~問 11 について,5 間以上 印で囲んだ

場合は、はじめの4問について採点します。

(4) 解答は、問題番号ごとに指定された枠内に記入してくだ

さい。

(5) 解答は、丁寧な字ではっきりと書いてください。読みに

くい場合は、減点の対象になります。

[問3,問4,問6,
問8を選択した場合

の例

必
須

4問選択

選択欄

問1

問2

問3

問4

問5

9

問7

問8

問9

問10

問11

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して、必ず読んでください。
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問5 LANのネットワーク構成変更に関する次の記述を読んで、設問1~4に答えよ。

K社は、従業員約200名の自動車部品製造会社である。主に国内自動車メーカから

注文を受けて、駆動系部品の開発・設計・製造を行っている。K 社の事務所は、工場

敷地内の3階建ての事務棟に置かれており、各フロアで企画部,開発製造部,営業部

及び総務部の、事務所勤務を行う社員約100名が業務を行っている。

事務棟には K 社 LAN が敷設されており、社員は一人1台のデスクトップPC (以

下,DPC という)を使って各自の業務を行っている。現在の K社 LANは、サーバを

接続するサーバ LAN, DPCを接続する PC LAN, 及び DMZの三つのサブネットワー

クで構成されている。無線LAN は未導入で、DPC は有線LAN で接続している。各

部署の業務で扱っている重要情報と、それを管理するサーバを表1に示す。また、現

在のK社ネットワーク構成を図1に示す。

K社

表1 K社が各部署で扱っている重要情報とそれを管理するサーバ

企画部

部署名 重要情報名 サーバ名

経営情報 経営管理サーバ

設計管理サーバ

顧客管理サーバ

開発製造部

営業部

総務部

設計情報

顧客情報

社員情報 社員管理サーバ

PCLAN (192.168.10.0) DMZ (192.168.201.0)

DPC ... DPC L2SW L3SW FW

サーバ LAN (192.168.101.0)

インター

ネット

経営管理
サーバ

設計管理
サーバ

顧客管理
サーバ

社員管理
サーバ

FW: ファイアウォール

192.168.101.11 192.168.101.12 192.168.101.13 192.168.101.14

注記1 DMZ 上のサーバは省略している。

注記2 各サブネットワークのサブネットマスクは, 255.255.255.0 である。

図1 現在のK社ネットワーク構成

L3SW: レイヤ3 スイッチ

L2SW: レイヤ2スイッチ

PC LAN とサーバ LAN は L3SW 及び L2SWで接続されており,各DPCから全ての

サーバにアクセスすることができる。各サーバ内の情報には、社員 IDとパスワード

で認証を行い、許可された社員だけがアクセスできる。
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[無線LAN 導入の検討

表3の項番3の課題に対して、事務棟の各フロアで無線 AP の設置に適した場所の

調査を行った。その結果、電源の確保が困難な設置場所が判明した。また、事務棟が

東西方向に約50m と細長く、部屋を仕切る壁が厚いことや金属製の扉が多いことも

確認した。

そこで、各フロアに設置する L2SW を今後リプレースする場合には, UTP ケーブ

ルで無線 AP に電力供給が可能な機能を備える機器を導入することにし

た。また、③導入予定の無線 AP と各 DPC の設置位置での電波強度の調査を行うこ

とにした。

[VLAN 構成の検討

表3の項番4の課題に対して、一つのフロアに複数部署が混在したり、部署がフロ

ア内やフロア間で移動する可能性を考慮して、ネットワークスイッチのポート単位に

VLAN を設定するポートベース VLAN ではなく、一つのポートに複数の VLAN を同

時に設定できる d VLANの機能を備えるネットワークスイッチを導入する

ことにした。

現状の部署の配置を前提とした、ネットワークスイッチのフロア配置を図3に示す。

図2のネットワーク構成を図3のネットワークスイッチで構成した場合の、各ネット

ワークスイッチの VLAN 構成の案を表4に示す。

L さんの検討案は総務部内で承認され、具体的な実施計画を策定することになった。

事務棟 P32
3階

総務部 企画部 L2SW-3
P33 P31

開発製造部 L2SW-2 2階
P22 P21

P2

P1
営業部 L2SW-1

P12 P11 L3SW P3 1階

注記 Pn は各ネットワークスイッチのポート IDを示す。

図3 現状の部署の配置を前提としたネットワークスイッチのフロア配置
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表4 各ネットワークスイッチの VLAN 構成の案

ネットワークスイッチ ポート ID 設定する VLAN ID

P1 VLAN66

L3SW P2 VLAN65

P3 e

P11 VLAN66
L2SW-1

P12 VLAN66

P21 f
L2SW-2

P22 f

P31 e

L2SW-3 P32 VLAN67

P33 VLAN64

設問1 表2中の a b に入れる適切な字句を答えよ。

設問2 〔物理配線の検討] について, (1), (2) に答えよ。

(1) 本文中の下線①に該当する UTP ケーブルの規格を、解答群の中から全て選

び、記号で答えよ。

解答群

ア カテゴリ 3 イ カテゴリ 5e ウ カテゴリ 6 エ カテゴリ 6a

(2) 本文中の下線②で,光ファイバケーブルを採用した理由を, UTP ケーブル

の伝送特性と比較して、20字以内で述べよ。

設問3 [無線LAN 導入の検討について, (1), (2)に答えよ。

(1) 本文中のに入れる適切な字句を, アルファベット3字で答えよ。

(2) 本文中の下線③について、電波強度の調査を実施せずに無線 AP を導入した

場合に、発生するおそれのある不具合を,L さんの調査結果を踏まえて,30

字以内で述べよ。

設問4 [VLAN 構成の検討] について, (1)~(3)に答えよ。

(1) 本文中の d に入れる適切な字句を5字以内で答えよ。

(2) 表4中の e f に入れる適切な VLAN IDを全て答えよ。

(3) 図3のフロア配置に対して、総務部が1階に移動した場合,VLAN 構成に

変更を加える必要がある。このうち、変更を加えるべき L3SW のポートのポ

ート IDを全て答えよ。また、変更内容を30字以内で述べよ。
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